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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は主に以下の３点である。
中央と地方における造営体制を解明した。また発掘遺構を通して、上部構造と地方建築の特徴を明らかとした。さらに
井戸枠を中心とした出土部材をもとに、建築部材の転用および木材のライフサイクルを検討した。これらの検討は奈良
時代の造営体制や技術レベルを知るうえで、基礎的な研究と位置付けられる。

研究成果の概要（英文）：The products of this study are mainly 3 points as below. This study shows architec
tural framework of central and rural area, a construction and characteristic of rural architecture through
 archaeological remains and Conversion of member and life cycle of wood through unearthed wooden architect
ural members.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本では８世紀に律令制度という社会制
度が確立し、国分寺など全国的に新しい建築
が造られた。それらの建築は画一化したもの
であったのであろうか。そして建築技術はど
の程度伝播していたか、また在地技術がどの
程度利用されていたかという点は定かでは
ない。研究代表者は、地方官衙の政庁建物や
正倉といった全国に造られた同じ機能を有
した建築を比較することで、用いられた技術
の程度を比較してきた。 
古代建築史の研究は様式や平面プランに
限られ、技術は明らかとなっていない。地方
の建築技術についてはなおさらである。具体
的な建築技術は研究されていないにもかか
わらず、古代建築の復原は多く行われ、視覚
化される。そして一般の人々は、あたかもそ
れが唯一解で、実在したと誤解してしまう。
そのため建物を取り巻く社会を含めて、中央、
在地の両方の建築技術を明らかにする必要
性から、本研究を志すに至った。 

 
２．研究の目的 
本研究では主に（１）既存の古代建築史で
論じられている様式論とは一線を画して、発
掘史料（出土建築部材を含む）を建築的見地
から詳細に調査し、古代建築の技術を解明す
る。（２）古代の文献史料を丹念に解読する
ことで、中央、地方の両者の造営の技術者や
造営体制、儀式などの建物の利用方法、建て
られた社会背景を描き出す、ことを目的とす
る。 
 (１)(２)を通して、そして中央技術と在地技
術という２つの異なる技術体系を扱う。そし
て既存研究のように高級建築のみを語るの
ではなく、普遍的に存在した建築の実態を述
べ、奈良時代の技術を全体視する。 
 
３．研究の方法 
独自の研究手法として、現存建物に発掘史
料・文献史料を加えた３方向からアプローチ
した。これらの発掘史料・文献史料に対して、
新たに建築史学の視点を導入した。 
発掘史料・現存建築：発掘報告書を中心に、
発掘史料の建築学的見地からの読み取りと
出土部材の調査によって、具体的な建物の形、
構造、構法などの技術自体を考察した。 
文献史料：建物の造営状況、建物の使われ方、
技術の伝播、さらには人や社会など建物を取
り巻く状況、などを文献史料から読み取った。 
中央における発掘史料については、奈良文化
財研究所における成果および遺構を中心に
検討した。 
 
４．研究成果 
現存建築・文献史料・発掘遺構・出土建築
部材ごとに、その概要を記す。詳細は発表論
文参照。 
現存建築 
 倉庫・裳階を中心に、現存建築に対する検

討を加え、その特殊性を明らかとした。ここ
ではそのなかでも、特徴が明瞭となった倉の
事例を取り上げて、述べたい。 
校倉を中心に、現存する古代の倉庫建築を
対象に平面規模を比較したところ、柱間につ
いては尺による規格が見られず、総長には尺
の規格が存在した。この点は倉庫建築の設計
が柱間ではなく、総長によって行われたこと
を示している。 
また古代の倉庫建築では妻梁を用いてお
り、特に妻梁が１筋の場合には母屋桁の端部
を支持するために束踏みを用いていた。手向
山神社宝庫・法隆寺綱封蔵・教王護国寺宝蔵
では束踏みの代わりに複数の妻梁を架け、束
を立てることで母屋桁が天秤とならないよ
うに配慮していた。 
古代の寄棟造の現存遺構を検討した結果、
仏堂で振隅とする例はなく、振隅が奈良時代
の校倉に限定的に用いられた特殊な方法で
あることが明確となった。これは隅行方向に
組物の手先が出るかどうかという点、すなわ
ち振隅と隅行方向に手先の出ない隅二組物
が密接に関係したのである。逆説的に隅三組
物の奈良時代の建物は振隅ではなく、真隅に
納まる必要があると考えられた。 
そして古代の校倉では大梁や隅木などは
一丁材で、その長さは校木や丸桁に近似する
大きさであった。ここから総間完数制との関
係が窺われ、一丁材の大きさが建物規模を決
定する一つの要素であったと考えられた。仏
堂や塔婆では丸桁の継手と実肘木の関係が
密接であることが指摘されているが、校倉で
はこの関係は密接とは言い難いことが判明
した。 
（論文１・５・６・７・８・10・24、図書１） 
 
文献史料 
 中央地方ともに、官による造営体制と独立
した技術者集団の存在について言及し、その
造営過程の実態を描いた。 
奈良時代には律令制のもと、官は技術者の
一元的な管理を目指しており、司工（大工・
少工・長上工・番上工）などの官の専属の技
術者や雇工などの官の直接雇用の技術者が
これにあたる存在であった。このうち木工寮
は宮中の造営や木材の準備を担う役所であ
ったが、実務には直接、携わらず、技術者を
ストックする機関で、彼らを差配し、現場に
派遣していた。また官が技術者個々人の能力
を把握しており、造営現場（造東大寺司やそ
の下部組織）も高い能力を有した技術者を指
名することがあった。なかでも造東大寺司に
よる様々な官司の技術者差配の様子が実質
的な動きとして確認でき、造営の実情に合わ
せて現場でかなり自由に技術者を動かし、現
場の進行に合わせて柔軟に対応していた。 
ただし、活発な造営活動に対応するために
は、こうした官の組織のみでは不十分で、様
工という官に所属せずに、主体性をもって請
負契約により活動した技術集団がこれを補



完していた。また七世紀以来、氏族が造営技
術集団を保有することで、技術を保持してい
たが、こうした状況は奈良時代まで継続して
いた。さらに地方では国司の地方赴任に合わ
せて氏族の技術集団も移動し、国分寺や地方
官衙の整備の一役を担っていた可能性が想
定できた。対して在地豪族である郡司層によ
る造営技術集団の保有やその構成人員とな
る国・郡・里といった地方の技術者の存在が
確認できた。また中央・地方とも技術を有し
た奴婢（技術奴婢）を保有することで、技術
集団の技術力を維持する意図がみえた。 
（論文 12・13・14・20・21、学会発表１・３・、
図書１） 
  
発掘遺構 
 研究代表者が関与した発掘遺構を中心に、
その報告及び遺構解釈をおこなった。また平
城宮第一次大極殿院の東西楼の上部構造の
復原について言及した。 
また二重と裳階という観点から、大寺の金
堂を検討し、以下のことが明らかとなった。
奈良時代の裳階型は身舎・裳階による柱配置
は三手先組物の尾垂木尻との関係から、困難
で、身舎・庇・裳階による三重の柱配置とす
る必要があった。身舎・裳階型は平安時代初
頭の東寺金堂以降に出現したと考えられる。 
また裳階付き建物は梁行総長に６０尺以
上で、裳階が付くことで、平面が正方形に近
づき、建物の安定性が向上した。これに加え、
主屋柱と裳階柱の繋梁によるバットレス効
果という構造的機能が考えられた。 
古代に二重金堂という観点から裳階型を
みると、飛鳥時代には積層型の二重金堂が多
かったが、奈良時代に積層型から裳階型へと
発展した要因として、積層型の梁行柱間の限
界、「二重」への欲求、梁行柱間の拡大と三
手先組物が大きく影響していた。 
 
（論文３・６・８・９・11・15・16・17・18・
19、学会発表２、図書１） 
 
出土建築部材 
 出土建築部材に対して、その事実報告とと
もに、建築部材の転用の可能性や木材の材利
用の可能性について言及した。また倉の技術
と井戸の技術について検討した。 
平城京左京三条一坊の SE9650 は転用が確
認できる好事例であり、これを代表としてあ
げたい。SE9650 は上下２段の構造で、上段は
正方形の平面形状で、土居桁を組み、四隅に
立てた支柱に溝を切り、板を落とし込む。下
段は六角形の平面形状で、支柱を立て、その
間に各７枚の板を落とし込む。 
上段の土居桁は、２回以上、建物の部材と
して使用され、最終的に井戸部材として使用
されたことが明らかとなった。両端部は、井
桁を組むため、上面を相欠とし、相欠部分に
隅柱を立てるためのホゾ穴を穿つ。上面中央
には中央よりやや内側に間柱を立てるため

の枘穴を穿つ。こうした加工のほかに、井戸
の構造とは関係のない仕口が確認できる。ま
ず下面には３ヶ所のエツリ穴が約 70cm 間隔
で並んでおり、垂木掛と推察される。また上
面・両側面には４ヶ所の欠込が残り、約 59cm
（２尺）間隔で並ぶ。一方の端部に、継手の
一部とみられる枘の造り出しが残る。 
転用前の部材について検討すると、下面の
エツリ穴から、ある時期には桁材であったこ
とがわかる。上面の両側に残る欠込について
は、いくつかの解釈が考えられるが、エツリ
穴と同時期の痕跡とすると、桁材にともなう
天井の痕跡で、欠込が両側に施されることか
ら、材を裏返して欠込を再度、反対側にも施
して、使用したと考えられる。このほか天井
桁、分割した柱（仕口は間渡や小舞の枘穴）、
転ばし根太の可能性があるが、いずれの場合
も、建築部材として２回以上、使用されたの
ちに、井戸の土居桁に転用されたと判断でき、
４本の土居桁はすべて同じ経緯で転用され
ている（海野 2013a）。なお下段の井戸枠板に
も井戸に不要の痕跡が確認でき、これらも転
用材の可能性がある。 
（論文２・３・４・22・23） 
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